
 

 

               

し
た
。 

 

大
般
若
法
要 

 

檀
信
徒
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

六
月
二
十
日
（
木
） 

午
前
十
時
二
十
分
法
要
開
始 

転
読
大
般
若
祈
祷 

檀
信
徒
先
祖
供
養 

 

法
話 

お
と
き 

祈
祷
料
お
志
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

輪
袈
裟
、
数
珠
持
参
に
て
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

法
要
終
了
後
、
粗
飯
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

三
日
、
長
野
二
、
福
井
、
石
川
、
新
潟
二
と
の
合
同
で
登
壇
（
計
六
百
名
）、

詠
曲
目
は
「
報
恩
供
養
語
和
讃
、
報
恩
供
養
御
詠
歌
（
澄
心
）。 

特
派
講
習
会 

月
四
日
第
四
宗
務
所
巡
回
の
特
派
師
範
に
よ
る
教
区
梅
花
流
講
習
会
を
開

す
る
。
会
場
は
広
厳
寺
、
午
前
九
時
よ
り
、
講
師
は
北
海
道
夕
張
市
禅
峯

住
職
、
安
藤
英
明
一
級
師
範
。
御
詠
歌
の
基
礎
か
ら
習
得
で
き
ま
す
。 

 

永代供養塔「寂光」 
このお墓は当寺が永代にわたり供養し、

管理をする合同墓所です。不特定多数の

人がいっしょに埋葬されます。墓継承の

問題、無縁化の心配は全くありません。

後継者のいない方、一人暮らしの方、墓

の問題でお悩みの方ご相談ください。 

も
禅
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集 

期
日 

七
月
二
十
九
日
〜
三
十
日 

会
場 

東
牧
寺
（
黒
川
村
東
牧
） 

主
催 

曹
洞
宗
第
十
七
教
区
寺
院 

対
象 

小
学
生
五
十
名 
     

乗雲５７号（２）
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観
音
供

恒
例

梅
花
講

早
く
咲

 

期
日 

 

時
間 

 

内
容 ▼▼▼こ

ど

 
 
 

 
 
 

 
 
 

養
祭 

観
音
供
養
祭
は
四
月
十
六
日
、
随
喜
寺
院
、
役
員
、

他
の
参
加
に
て
開
催
さ
れ
た
。
例
年
に
な
く
桜
が

き
始
め
、
葉
桜
で
の
供
養
祭
、
観
桜
会
と
な
り
ま

梅▼ 代の
十奉▼ 六催寺

花
だ
よ
り 

梅
花
流
創
立
五
十
周
年
記
念
奉
讃
大
会 

平
成
十
四
年
五
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都
千

田
区
「
日
本
武
道
館
」
に
て
開
催
さ
れ
る
。
テ
ー
マ
は
「
伝
え
よ
う 

こ

よ
ろ
こ
び
を
」。
両
日
で
計
二
万
人
参
加
す
る
。
第
四
宗
務
所
梅
花
講
は
二
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